
空白司!I... -・ 

生物の観察と－ :-:-/1~1'一 日
分類のしかた ＼必pJ

＼ヨ瓦j羽
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以Nii＇ド e

ナズナ
（アブラゴ料）

花升（花びら）は炉支で、花のさいた

後に逆三角形の実ができる。

スズメノ力タピラ
（イネ科）

恨のきわから細い~がはえ、
イネに似た小さな花をたくさんつける。

:~~u,.: 
キュウリグサ
（ムラサキ料）

mをおむと、キュウリのような
においがsi-る。

植物

シロツメクサ
（マメ科）

1枚の諜が3つに分かれている。
クロバとわいう。花は丸く集まる。

ハルジオン
（キク斜）

茎のゆは空どうになっている。

つぼみは下を向く。

ドク夕、ミ
（トミク夕、ミ料）

茎のよ昔日に小さな花 t,• .P.43－ をたくさ；；；
つける。日かげのレめったi易所で見られる。

ず Iiん

「00科Jという表示は、生物のグルブの名前で、図鑑などで調べるときの手がかりと忽る。

オオイヌノフグリ
(;:;j・オバコ糾）

おレベは2;;ts;である。
白い花弁は1つだけ小さい。

ゼニゴケ
(ti二ゴケ科）

人家近くの、日かげで

しめった場所に多く見5れる。



ナミアメンボ
（アメンボ料）

川｜や池の水面で男られる。

水面をすべるように移動する。

ナナホシテントウ
（テントウムシ平斗）

成虫毛j幼虫主人新芽につくアブラムシを食べる。

ムクドリ
（ムクドリ科）

人家近くで見られる。

I也ょにおりでえさをさがすことが多い。

＝ホンカナヘピ
（カナヘビ料）

花だんなどの日当たりのよい場所で見られる。

動物

ツバメ
（ツバメ科）

畑などの上を飛びまわって、

小さな虫を食べる。

ドジョウ
（ドジョウ科）

小川や水田・水路に生息する。

口のまわりにひげがある。

ベニシジミ
（シジミチョウ料）

タンポポなどの、巳当たりのよい場所にさく花

に集まる。

クロヤマアリ
（アり科）

日当たりのよい1也面の上を歩きまわる。

地申に巣をつくる。

セイヨウミツバチ
（ミツバチ税）

ゲンゲ（レンゲソウ）や

シロツメクサなどの花に集まる。

ニホンアマガエル
（アマガエル科）

幼笠（おたまじゃくし）は水中で、

成長して成体になると主に陸上で生活する。

モンシロチョウ
（シロチョウ制）

オオイヌノフグリなどの、

日当たりのよい場所にさく花に集まる。

オカダンコムシ
（オカタンゴムシ料）

値物の根もとや港ち葉の下で見られる。

落ち葉などを食べる。

15 
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生物の観察

レソツスタート！

身近な環境にはどのような生物がいるか、

さがしてみよう。＜GIi)

私たちの身のまわりでは、さまざまな生物が生息・生育して

いる。校庭や学校周辺の生物を見つけ、その生物の種類や特

徴などを観察し、生息・生育している環境なども調べよう。

生物を観察するとき、その特徴を記録する必要がある。観

察に行く前にGDのような観察記録用紙を準備しよう。この
記録用紙には、記録する特徴の項目をあらかじめあげておき、

記載しておくとよい。

身のまわりの生物の例

理の見 考え方 合 〉
ふだん注意して見ないような場所宅すがしてみよう。

［亘百

回目

I見つけた場所｜

［見つ｜づた生物｜

．大きさ
・色

~ 
観察記録用紙

10 



身近な生物の観察

観察の目的身近なさまざまな宝物を観察し、その特徴を記録する。
第

1
最

笠
物
の
観
察
と
分
類
の
し
か
た

＂んい

注意・決められた場所の？明内で行動する。

～w ・できるだけはだの露出が少ない服装にする。
・ハチ、ムカデなど危険な生物に近づカ、ない。

．ルーペで太陽を見てはいけない。

・土をほったり、石を移動したりした場合は、

できる限りもとの状態にもどしておく。

観察の方法
準備する吻 ｜口筆記用具 ロ観察場所の他図 ロ記録用紙 ロルーペ ロものさし

ロコンピュータ（必要に応じて用意する。）

E冨~
生物をさがして観察すQ

。 さまざまな場所で生物をさがす。生物を採取する場合は、必要最小限とする。

。 生物を見つけたら大きさを測定レ、ルーペを使って細かいからだのつくりを観察する。

E冨~
生物の特徴を記録音る

。 記録用紙に生物のスケッチをしたり、画慢を巌したりする。スケッチに表せない特徴や、観察したときに

気づいたことなどは文章で記録する。生物を見つけた場所やその環境についても記録する。

・観察した生物の大きさ、色、形などの特徴を明らかにする0

・光の当たり方や土のしめりぐあいなど、

生物が生息・生育していた場所や環境に何か特徴はあるか。

・同じ種類の生物でも、生息・生育する環境で育ち方にちがいはあるか。

考察のポイント

ルーペの使い方

｜さ更・ルーペで太陽を見てはいけない。｜

① ＠ のように、観察するわのが

動かせないときは、顔を前後に動かして、

よく男える位置をさがす。

① 
ルーペを動かさずに、観察するものを

前後に動かして、よく見える位置をさ

がすcG珍）。

① 
ルーペを自の近くに持つ。

17 
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身近な生物には、さまざまな特徴があり、生
観察から i

息・生育している環境も異なっている。これらの

生物の観察結果は、スケッチや写真として記録することができる

CC!D）。スケッチはうまくかくことよりも、観察した生物の特徴
を正確に示すことが重要である。また、スケッチとして記録した

生物のっくりは、必ず見ていたことになるので、 写真で記録した

場合には気づかない特徴も観察でき、観察法としてもすぐれて

いる。小さなっくりはノレーペを使えば拡大できる。ノレーペで、も

観察できない小さなっくりは、双眼実体顕微鋭＊1を使うとくわし

く調べることができる。 ，-P.19 

① 
スケッチをした目、場所を書く。

① 
よくけずった鉛筆を使い、

細い線・小さい点ではっきりとかく。

① 見えるもの全てをかくのではなく、
観察対象だけをかく。

① 
大きさを測定し、

スケッチの申に書き入れる。

① … 

スケッチのしかた

＠亙D

4月／1/fヨ
目白書1

内1・昨，H6!. 
存主主tJ:.

・:i ,VJ1511 

スケッチでかけなかった特徴は、文章で書き入れる。

砂砂 市ll山
、・Giml・ 民岨

e喝1・ー

コンビュータを使った生物の記録の例

*1 顕微鏡にはいくつかの種類がある。観察する
対象の大ささや目的によって、適切な顕微鏡を選ん

で使おう。さらに狐大して観察したいときには、鏡

面上下式顕微鏡やステージ上下it顕微鏡（＠＞）

を使ーできる 4’ 

GD 
ステージ上下式
顕微鏡

おし代、

10 
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． 生物力ードの作成

さまざまな生物の観察を行ったら、観察した結果を整理しよ

う。野外で記録用紙に書いた観察結果をもとにして、観察した

生物のからだのっくりの特徴、スケッチ、見つけた場所、生息・

生育していた環境などについて、くわしくまとめて整理する。図

鑑（‘翠，）などを使って観察した生物の種類や名前など、

にくわしい特－徴について調べる。整理した観察記録や調べたこ

とは、だれが見てもわかりやすい形式のカードとしてまとめる。

さら

このように観察結果を整理することは、学習した内容をあとでふ

り返ったり、新しい疑問を見つけてそれについて考えたりすると

きに役に立つ。また、生物カードーP,20を作成すれば、観察し

た生物について他者との意見交換がしやすくなる。生物の特

徴の正確な記録を集めれば、身近な生物についての図鑑をつ

10 

., 
図鑑の例

くることもで、きる。
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暗

揖

圃

月

注
～
配
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接眼レンズ

視度調節リング

基本的な使い方

①一一一一一一一一
両日の間隔に合うように、鏡筒を調節し、左

右の視野が重なって1つに見えるようにする。

粗動ねじをゆるめ、鏡簡を上下させて両目

でおよそのピントを合わせる。

←一一 鏡筒

対物レンズ

明険

そどう

粗動ねじ

U どう

微動ねじ

ら

。
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る
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欄
ステージ
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クロ オオア リ 1石1－－泊五l~.1~1
観察者・・・ 00 00 観察者→0000 
観察した日・・-4月｜ワ日 天気・・く もリ 観察した日→4月！？日 天気ーヲ晴れ

見つけ’た場pfr-・ ・花だんのふちにあるレンガのよ

守寺徴・大きさ ・ー約1001111

見つけた場所吋憾のわき、明るいとごろ

特徴＃犬きさ→花的~きさ約1571]？.円

－色・・・黒色

. 事らしの数 6本

．しょっ角がある

．力、らだlま頭.A匂・fl良に分ケオtTいる

位置・
生物力ードの例

発表しよう

作印した生物力一ドCID）を見ぜ合い、どのようなところに
注掃して生物を観察して記録したかを発表しよう。ほかの人と

意見を交損して、生物力一ドに追加したいことを考えよう。

さまざまな生物のカードを比べてみると、それぞれの生物のか

らだのっくりで共通する特徴や異なる特徴が見えてくる。例えば、

昆虫の成虫のあしの本数をくわしく見ると、どれも6本であること

がわかるcc珍 ）。また、その生物が生息・生育している環境
との関係もわかってくる。このように生物をくわしく観察して記録

することは、とても重要なことである。

、υ ＇,. 
b砂も己'.J＇与F 盤 以下~｝／＇ ・IIIIIIIIHEl・

茎の長さ約100附葉の丈きさ豹7印川
オ1t.の色 →JもAt-の色lま黄色毛ヒ根元1ま白包
肯茎ヒ葉の芭→，繰包

世めしべに黄色し＼花粉がつ＼，＇（い否。
骨花がまだ1ざいていなl¥tの6iY)否。
青葉｛1.ぎさいきざしていあ

ナナホシテントウ

回・・
昆虫のからだ

昆虫の成虫には、あしが6本ある。

10 



学びをいかして考えよう

学校のほかにも、さまざまな場所で生物を見つけることができる。例えば、鮮魚店や生花店、

スーパーマーケットなどで売られている生物について観察して記録し、生物力一ドをつくってみよう。
第

1
章
宝
物
の
観
察
と
分
類
の
し
か
た

日吉（エンドウυ
観察者－）00 00 
観事：した臼→手月20日 天気→局

見勺けが易fir寸ス－l'fーマーケγトの
野菜花＇）場

射日ま女声yときざ→約20ιm

ォ色ヒ形→茎は白く細長い。

葉l寸緑色てYしい，
JRはによろLこよろ
していたo

昔エンドウの豆がら
茎ピヰ長が出tいたb

10 
G官1

観察者→0000 
観察した日→4月20白 天気→＜-6 t) 
見つけた場所→東屋さん

特徴武大きさ ーラからだの長さ21.S-c明
火色→尾びれが少し黄芭。
力、らf：：.＇、のよの方は灰色。
カ＼らだの 下の方Vi銀 色。

肯背ひれピ暖びれが2ヰ士すーっぁ3.

21 . .r乙訓

；注意・川や海、池で採取する ｜ 
ん～v ときは、事故のないように、 ｜

じゅうぶんに気をつける。 I 

水申の小さな生物をさがしてみよう

① 試料を集め、プレパラート吋つくる。

., 右図のように、スライドガラスの上に話料をのせて

カバーガラスをかけたもの。

② 話語上下式接晶読またはステージ上下司顕微鏡で

観察してスケッチする。

① どのような生物がいるかを調べる。

にこ二二二三
ビーカー

ζコどj也や水憎から

採取した試料

21 

① 刀パーガラスは、錨が入らないように、

はしからゆっくりと下l犬ピンセットを引く。
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生物の特徴と分類

レソツスタート！
ど貯九

これまでに作成した生物力一ドや..を見て、 一 （ 理科の見方・考え方 μ川
似た特徴を見つけ、宝物をグループに分けてみよう。

アプラナ

制官汚名‘00οο
官臣察した日。 lj月15日天気いくじJ

見つけたl品問・．‘』3・4長。）；／もだん
特’倣・大き芝、＂｛t.の大さとは約l仁川

オカタンゴムシ

観察・，；｛｛ リ i0000 
観保した日、・If月15臼 天気一目すれ

見つけた場所…花だんの之内よ、

しめ勺［;f，ぃ落ち誌のr.lJ

特徴・？にぎを、、約1cm

・からだの色！・・灰色、黒色

あしの数。..J/pド

，ざわ3とからだがま3くな否。

司IP!⑮
私たちの身のまわりの物の多くは、さまざまなク〉レープに分け

てあっかうことができる。例えばCDでは、食器を素材によっ
て、プラスチックの食器とガラスの食器に分けている。グループ

に分けることによって、その物を利用しやすくなったり、その物の

性質がわかりやすくなったりする。次yレープに分けることを分類

という。

． 生物の分類

生物もその特徴により分類することができる。分類するときに

は、生物のもつそれぞれの特徴の共通点や相違点を比べて、

共通点をもっ生物を同じク〉レープにまとめる。

．，，， 

生物カードを見て、共通の特徴を七つ生物を

ざがしてみよう。

分類前

分類後

CD 

サクラ（ソメイ ヨシノ）

~ll.繋省、 1 • • 00 ()CJ 

似策した目。. L1月10日 天気・・ ・11／）れ

凡つけた十Jl)f'小I・井貴庭

特徴・大きさ.：／£偽trf1よ 制官
・ 10..花－1rーの fl•. 1 ;t 白色かうすいピンヲ 色
木の斡ll茶色 jjl:1;1緑色

－花－／T-(;1:5杓ある

・めしべとおしぺがある

・校の¥t,I亡Iもが1こ〈さん

さいわ、る -~ 
円）Vf/:6. f総ウ

~¢アヘj
J’.. (!,) 

CD 
生物力ードの例

' ) 

食器の分類の例

使われている素材に注目して、

ガラスの食器（下左）とプラスチックの食器（下石）

に分類している。

10 

15 



さまざまな生物の分類
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実習の目的生物の特徴の共通点・相違点を見つけ、宝物をグループに分ける。

実習の方法
準備する吻 ｜口笠物力ード ロ隼物の名前を書くふせんなど（何種類かの色のふせんがあるとよい。）ロホワイトボード

~ 

は
ぷ

：

合

選

か

場

を

徴

る

つ

特

あ

1

た

わ

の

け

つ

中

つ
く
の

見

い

そ

①
 

生物の特徴の共通点を見出べる

。 生物力一ドに記録されたさまざまな特徴を見比べて、共通した特徴を見つける。

。 選んだ特徴をホワイトボードや紙に書く。

E冨~
陸上

オカゲりコ＂ムシ

勺ロオ71"7') 

ヰツトウ
ナす;t，γ7〆

サワラ

水中

オオわナtq＂モ

マ7ヲ’

ドaツヨウ

共通した特徴をもっ生物を
まとめてグループをつくる

。 共通した特徴をもっ宝物どうしは、

同じ色のふせんに生物名を書き、

あてはまる特徴の書かれたところにはる。

。 同じグループにまとめた宝物を線で区切ったり、

囲んだりしてグループをはっきりさせる。

。 どのような特徴に注目してグループを

つくったか発表する。 7フ”ラナ

例）生息・生育環境

~ 
注目する特徴を見直し、ちがう分け方を老える

。 ステップ1とは異なる特徴に注目し、
ステップ2でfラった分類とはちがう分類のしかたができるかを考える。

・生物を分類するときに、どのような特徴に注目して共通点・相違点を見つけたか0

・ほかの班はどのような特徴に注目し、何を墓準にレて生物を分類レたか。

・生物をさまざまな特徴の共通点・相違点に注目して分類した場合、

結果はどのようになったか。

結果の見方

23 

まずは自分で考察しよう。わからなければ、次ページ「考察しようjを見ょう。



考慢しよう

実習1で作成した宝物のグループを別の特徴に注目して

分相してみよう。分け5れたグループのなかの生物の

特徴をくわしく調べると、さらに異なる共通点が

見られることがある。各グループの生物をさらに

分けていくと、どのようになるだろうか（fD）。

ーベ …考え方 合〉
主目す＇＠特徴が変わ＇＠と、同ひグループ，ご

分類でそf＇＠生物の穏類はどうな否かを考えよう。

11 

移動言る 移動しない

ド』三J’ヨウ ,..,..l （.移／「移移動私動動』たし｛す2ちな注るはい」目」＼かしか＼ て
オ打qりコ”μ＝ノ 77”弓す

で分けたよ。
ナナホラテントウ オオカナゲ宅

マ-p=)'

竹勺＝ラ

ケロオオ？リ

移動しない

移動す葛生物を

「何を使って移動す否か」

lごi主因して、
「ひれ」と「あし」lご
分けたよ。

ひれ

ト”ツヨウ

マ-p=)'

-p7’ピラナ

あし
オオカナ守・6モ

7th句、勺ゴムう 勺ロオオ？リ

ナナホシテツトウ

汁勺弓

「あし」力ずあって

移動する

グループはすらに

分けられそう。

移動古る 移動しない

ド・ヲ’ヨウ 7三；＇
77・ヒラナ

－

H
ノ

一

ウ

〉

本
一
作

1u

－
6
－．ア

h
M

－
シ
ノ
e

寸
川十J

＋ノ

あし

それ以外の蝕

オオカナ中川モ

あしのあ＇＠生物の
「あしの数Jlご
注目して、「6本」と
「ぞれ以外の数J(~ 

分けたよ固

ひれ

オカ守勺コ”ムシ 竹ワ弓

&II 
分類の例
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日かげ

j ！議

日なた

生
息
・
生
育
環
境

・ 分類の基準となる生物の特徴

生物を分類するには、注目する特徴（基準となる

特徴）を選び、それについて生物が示す共通点や

相違点を調べることが重要である。例えば、生物

の生息・生育環境に注目すると、生息・生育環境が

「水中」か「陸上」かのほかに、「日なた」か「日かげ」

かなどの基準でグツレープ分けをすることができる

((D）。このほかにも、動き方、からだの形や大

きさ、活動する季節、ふえ方など、注目する特徴に

よって、さまざまな分類をすることができる。同じ生

物の組み合わせでも分類する基準を変えると、分

け方が変わることがある。

10 

飛」5,定る

L一一」

0.04mm 

!l,; ..• (l'"，匂 P

．乙蒜J、感ダ
：狩？、

25 

L__J 

0.1 mm 

分類するときに注目する特徴

学びをいかして考えよう

CDの分類lこ、新たlこCDの
生物を加えると、それぞれ

どのグループに分け5れるか。

肉眼で見えない

GD 
新たに分類する生物
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Eお仕事図鑑】

什イエンス7－千イスト ψ 
サイエンスアーテイストという言葉を聞いたことがあり

ま茸かつ 身のまわりのさまざまな現象について身近な

物を使って実験で、確かめたり、科学のおもしろさを多くの

人に知ってもらうために活動したり宣る人のことで、市岡

元気さんはサイ工ンスアーティストとして日常に男られる

さまざまな現象について、数多くの実験を通して表現・再

現してきました。多いときは1日に300種類という実験

をインターネットで配信したこともあります。

元気さんは「世の中は全て料掌でできているj、「人の

夢を実現させる魔法のような科掌の芽を育てたいjをス

ローガンに、科掌を通じて防災・減災の周知、地球温暖化

学んだことをチェックしよう

＠ 生物の観察叩7

ロ 手に持った花をルーペで観察するときは、

Jしーペを目に近づけて（ ）を動かさずに

（ ）を動かす。

学びを生活や社会に広げよう

次の図鑑•， •P.19 は、笠物のどのような共通点で

まとめ5れているだろうか。説明してみよう。

自分の考えをノートに書こう ー

対策に向けた再生可能エネルギーの実験、まだだれも見

たことがない実験の開発など、幅広く活動しています。本

書の 「おてがる科掌Jのコーナーには元気さんによる実演

動画が見られるコードがついています。ぜひ確認してで

きれば自分で、もやって、科学を身近に感じてみてください。

。 生物の特徴と分類吋品

ロ 次の3つの特徴に注目して生物を分類するとき、

どのような順番で分けられるだろうか。

①あしの数が6本／あしの数が6本以舛

①ひれで移動する／あしで移動する

①移動する／移動しない

l 
／ 

( Before & After 

.) 学習後も書こう

、札、＼ A 
町、島、 4・d同町ザ


